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消費税大増税反対の大運動を!!   全国代表者会議・学習集会 
　中央各界連は10月26日、東京都内で全国代表者会議・学習集会を開催しました。16の構成団体、30の県・地域各界連から187人が参加。野田民主党政権が、社会保障と税一体改革をめざし、来年３月末までに増税法案を国会に提出しようとしている緊迫した情勢のもとで、全国の活動経験を交流し、来春に向けての活動方針を確認しました。
　全国代表者会議で確認した活動方針の柱は、次の点です、

1 参加者100万人めざす大学習運動に取り組む。

2 2000万人目標に向け、消費税実施23年目となる来年4月１日までに新たに500万人分の署名

を集めきる。

3 今年12月24日を全国一斉宣伝統一行動日とし、この日をはさみ20日から26日までを宣伝行

　動週間にして取り組む。

4 地元国会議員や広範な団体への申し入れを強める。

5 地方議会での意見書採択運動を広げる。

6 すべての地域で各界連を再開し、活動強化をはかる。
会議の討論では、「生活が大変な中、青年の間で増税反対の声は強まっている」（民青）、「被災者にも一律にかかる消費税増税などありえないと怒りが広がっている」（福島県）、「税と社会保障一体改革反対の宣伝行動を県下のすべての自治体で取り組み、反響を呼んだ」（神奈川県）、「仕事がなく、５％さえ転嫁できていないのに10％になればやっていけない」（東京土建）、「年金の改悪は、老後の生活を危うくする。取り組みを強めて断固阻止する」（年金者組合）、「51万を超える署名を集め、地域各界連の再開にも取り組んでいる」（埼玉県）などの経験が出されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小諸市、立科町で採択　　　長野・佐久各界連
　消費税廃止佐久各界連が各自治体の９月議会に提出していた「政府・関係行政機関へ『消費税増税に反対する』意見書の提出を求める請願書」が、小諸市、立科町で採択されました。
御代田町では継続審議になりましたが、同各界連では、引き続き取り組みを強める予定です。
宣伝への反応強まる　　　　岩手・久慈各界連
　消費税廃止久慈各界連は24日、構成３団体からの参加で定例宣伝行動に取り組みました。　

　訴えに、「社会保険料が高い」とチラシを受け取る人、書くべ書くべと署名に応じる人、遠くで腕を組んで聞き入る人など、宣伝への反応の強まりを感じる宣伝行動になりました。
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